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1 . 本報告書は、はりま館遺跡発掘調査報告書一東北自動車道小坂インタ…チェンジ建設工

事に係る埋蔵文化財発掘調査一上舎下 2分冊のうちの下巻である。

2. 本報告書には上記事業に係り昭和63年度および平成元年度に調査した、はりま館遺跡

AI---IV区..B区..c区..D区..E区の調査結果を収載している。

3. 本報告書に先立つて調査結果の一部を公表しているが、本報告書の内容がそれらに優先

する 0

4. 本報告書の執筆分担は下記の通りであるO

(下巻)

小林克……...・ H ・..…...・ H ・...・ H ・H ・-第8輩、第10章第 2節 2.. 3の出土遺物

第10章第3節4(1) b、c

栄一郎....・ H ・...・ H ・.....・ H ・......・ H ・..第 9章、第10章第3節(1) S 166 • 04 

(3) SKF01、(4)S K02 .. 03 

第12章第 2節

大野憲司...・ H ・..………...・ H ・.....・ H ・..第10章(上記を除く)、第12章第 1節

高橋 学....・H ・....…・・…・……・・……・第12章第 3節

5. 第11章科学的分析は以下の機関に依託した。

第 1節花粉分析……………………………パリノ@サーヴェイ株式会社

第2節 樹種同定・…........・ H ・-…...・ H ・-…パリノ e サーヴェイ株式会社

第3節 はりま館遺跡出土鉄製品 e鉄棒の金属学的解析g・u ・...・財団法人岩手県文化振興事業団

なお、第 3節については併せて岩手県立博物館赤沼英男氏に原稿を依頼した。

6. 石器石質については秋田県立博物館佐々木淳学芸主事の教示を得た。

7. 本報告書挿図中iこ使用した土色表記法は、農林省農林水産技術会議事務局、財団法人日

本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖』に拠った。

8. 本報告書に使用した遺跡位置図は建設省国土地理院発行の50，000分の 1地形図である 0

9. 調査ならびに本報告書の刊行にあたって、次の方々から指導 e助言を賜った。

相沢清利、秋元信夫、秋山進午、穴沢義功、板橋範芳、宇野隆夫、小田野哲憲、菊池徹夫、

工藤雅樹、工藤清泰、林謙作、三宅徹也

10. 調査に係わる総ての資料は秋田県埋蔵文化財センターが保管している。



凡関

1 . 本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は国家座標第X系による座標北を示す。

2. 本報告書に収載した遺構実測図の縮尺は 1，/40、1/50を原則とし、適宜 1/10、1/初、

1/25の縮尺も加え、それぞれスケールを付している。

3. 本報告書に収載した遺物実測図の縮尺は、完形土器@磨製石器@磯石器は L/3、1/4、

土製品 e土器拓影は 1/3、まIj片石器 e鉄器は 1/2、2 3であり、それぞれにスケー

/レを付している。

4欄 侶々の遺物実測図には各調査区毎に土器は 1'""、石器はS1，._、鉄および鉄、浮にはM1，....__

のように通し番号を付した。それらは図版中の遺物写真の番号とも対応する。

5. 土層註記は基本層位にローマ数字を用い、遺構覆土にはアラビア数字を用いた0

6. 遺構番号は検出111買に連番としたが、精査過程において欠番となったものもある。

7. 遺構の種別を表す略号は以下の通りである。

SA.………・柱列 SB…....・ H ・掘立柱建物跡

S 1....・H ・-…竪穴住居跡 SK.…....・ H ・土坑

SKT・・ H ・H ・.Tピット SKP'……・柱穴状遺構

SD・・ H ・H ・....溝状遺構 S R....・H ・....土器埋設遺構

SN........…焼土遺構 SQ…..……組石遺構 e 石図炉 e 配石遺構

SX…・・…・…鍛冶炉 a性格不明の遺構

8. 挿図中に使用したスクリーン@トーンは以下の通りである。

地 山 (~~1を~/.;~i~ 焼上 波大湯浮.{j .......土 Ih1i 床

鉄 棒
!炉堅 木炭

土器ffi~; J'm分環元化部分 炭化物

礎石器 ;機灘!?磯崎 醸石器 、 I~円状扇5!ZH製イ~j器

すり雨 たたき部 くぼみ部 すりつぶし面

半円状踊平打製石器

使用出側縁すり面

9. 遺物の出土地点図に使用したマークは以下の通りである。
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第 1節 B区の概要

第 8章 B匿の調査の記録

第 l節 B区の概要

1 B区の地形と現況

はりま館遺跡全体は、小坂川右岸の段丘が南北両側を沢筋によって開析された台地上に立地

するが、 B区は標高210'""'-'227mを測るこの台地中央の最高位部分から東側の斜面に設けられた。

昭和57年に調査された本線部分西側の斜面を中心とする範囲にあたる。調査区の北西端が最高

位の北東一南西に狭長な平坦面であり、その商側は急激な斜度をもってD区に臨んでいる。南

東側は斜度10---16度の斜面で、降り切った地点に小さな沢が開き、それを介して本線およびルー

プ部分の平坦面へ続いている。 昭和58年に調査された館平館旺遺跡では昭和期前半に運転され

ていたレンガ素地粘土運搬用のトロッコ軌道が検出されているが、その南500mにある本調査

区も一部がレンガ用粘土の採掘場所とされていたらしく、調査区北西端の最高位部平坦面北側

には深さ 1m程度で、広範囲に削られた痕跡が認められる(図版106-3)。しかし、このよう

な笛所も現在は雑木の茂るままに放置され、僅かに南東側斜面の下方に杉が植林されているの

と、斜面下部の緩傾斜地が畑地として耕作されているのが最近までの土地利用状況である。

2 B区の層位

表土から地山までの深さは斜面および、斜面下方の南東側緩傾斜地で、は65--100cm程で、あるが、

斜面を上り切った平坦面で、は20---35cmときわめて浅い。第232図に斜面の調査区南援と南東側

緩傾斜地西壁にあらわれた基本層序を示す。

基本層序は I---IV層に分けて観察された。 1層は表土層であるが現況の違いを反映して斜面

および調査区北西端平坦面では暗褐色~褐色を呈する植物根による撹乱土であり、斜面下緩傾

斜地では黒褐色~暗褐色を呈する有機質を多く含んだ土である O 緩傾斜地では耕作に伴う畝の

痕跡も残され、その北側ではやはり耕作に関連して地山の削平が行われ I層自体が薄くその直

下に地山が続いている。豆---IV層は大混浮石層およびその上下層であるが、緩傾斜地では耕作

の擾乱を受けてこの層111震は観察されず I層直下の暗褐色土がその相当層と認められた。 m層は

大湯浮石層であり、 B区での浮石層は比較的粒度の大きいパミスが主体を占めているoIV層は

大湯浮石層下の暗褐色~褐色の粘質士で、調査区北西端の平坦面では地山直上に堆積しているo

V層は黒色土で特に緩傾斜地では遺構構築時の排土である黄褐色土と黒色土とが混じりあった

フ辛口ックも含まれている。 VI層は黄褐色を呈する粘質土で地山層であるV1I層に漸移するが、黒

色土も部分的に含まれる。
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第8章 B区の調査の記録
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第 Uii'i B区の概要

調査区内の最高位地点と最低位地点の比高が17mもあり、かっ利用の状況にも違いがあるた

めに、基本層序の堆積状混は観察地点によって大きく異なる。調査区北西端の最高位平坦面は、

はりま館遺跡全体の中でも最も高く、腐植土の形成はごく僅かしかなL、。対して、調査区南東

側の緩傾斜地では斜面からの流入もあり、厚い腐植土の堆積が認められる。また調査区北西端

の平坦面から斜面にかけては耕作地としての利用がなかったため途切れながらも大湯浮石層の

堆積が全体に認められるが、斜面下の緩傾斜地では耕作のため浮石層はその上下層と混渚し識

別できない状況である。このような地点毎の層位の違い、ことに人為的営力によらない自然地

形に起因する腐植土形成の違いは検出された遺構の覆土の違いにも反映されている。

3 遺構@遺物の分布

B区で検出された遺構は石図伊 l基、土坑15基、 Tピット 5墓、焼土遺構3墓、炭焼成遺構

3基である。このうち遺構内および周囲の出土遺物から時期の推定できたものは縄文時代後期

の土坑5基、焼土遺構2基、縄文時代晩期後葉の石西炉 1墓とこiニ坑2基、またその形態から見

て時期の推定をしえたものは古代以降と判断された焼土遺構 1基である。他については時期の

特定をなし得ていな l¥o しかし、そうした遺構でもその確認面が大湯浮石層の上位にあるか下

位にあるかによって大まかに分けることが可能であり、第2節と第3節の遺構記述はそれに従っ

ている。

縄文時代後期の 5基の土坑は調査区北西端南西隅のごく狭い範囲に集中して検出された。こ

の時期の遺物はまばらではあるが遺構の集中域を中心として調査区北端平坦面全域から斜面に

広がっている。しかし、斜面での分布は下方にゆくにしたがい希薄となり、南東側の緩傾斜地

にいたってはほとんど出土していなし」縄文時代晩期後葉の石囲炉、土坑は南東側の緩傾斜地

中央、東に向かつて開く沢の沢頭部分をとりまいて位置するが、該期の遺物はこの範囲で集中

的に出土し、斜面ならびに調査区北西端の平坦面では例外的に調査区北西端平坦面北側のTピッ

トに付随して出土したのみで、後期の遺物の分布状態とは対照をなす。また、縄文時代後晩期

に考えられる 5基のTピットのうち、 2基は調査区北西端北側に対をなして位置し、他の 3基

はそれぞれ単独で調査区北西端南西隅、斜面中央および斜面下部に位置する。ほかに緩傾斜地

上方で縄文時代前期の土器が出土している。

弥生時代後期の遺物の分布は調査区南西隅平坦面上に点在状況を示し、ごく僅かに断片的な

資料が南東側緩傾斜地でも得られている O

4 調査の経過

B区の調査は昭和63年 9月13日から開始した。調査に先立つて重機によって大湯浮石層より

上位の表土除去と方眼杭打設作業を行っている。これらの作業の後 9月13日までの問、 MC'"'-'

MT71ライングリッドにテストトレンチを設定し、調査区の大半を占める斜面部分の地山面ま
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第 1節 B区の概要

での深さと、遺構@遺物の密度を確認している。その結果、調査区北掛端の平坦面に近い斜面

上部では縄文時代後期の遺物が出土したが、斜面下方に向かうに従い遺物の出土量も漸減する

ことを確かめている。また、表土から地山までの深さも斜面中腹でやや厚いものの斜面下では

耕作に伴う削平部分のあることも確認された。 9月19BにはB区の調査用プレハブ eハウスを

謁査区北頭端の平坦窟に設震し、資材を搬入している O

テストトレンチ調査後、 9月27日から調査区南東側のLM"""'MD、56，..._，68のそれぞれのライ

ンによって囲まれた緩傾斜地から調査を始めた。重機の表土除去面をジョレンによって精査し

ていったが、精査後まもなく LR 61 '""-'62グリッド、 LS 61......，62グリッドでベンガラの散布を伴っ

て縄文時代晩期の遺物が集中して出土し始め、この区域で遺構検出が予想された。また覆土中

にビニー jレ片などを含む近代の撹乱の痕跡も 2箇所で確かめられた。 10月5日、 LT62グリッ

ドで構円形の土坑プランを検出し精査を行った結果、覆土中および周辺から副葬品と思われる

縄文時代晩期の壷形土器、深鉢形土器が出土した (SK09)。またNA72グリッドでも大湯浮

石層を切り込んで作られた土坑プランを検出した(S K 10) 0 10丹13日、 LS61グリッドで l

mほどの長さに組んだ 2列の組石遺構を検出したが、 10月20日までの精査でこの遺構が一方に

石囲炉をもつことを確認している (SN12) 0 10月四日、 LS60グリッド杭付近で一括の土器

片と石万が出土し、周囲を精査した結果、倒木痕内に作られた土坑プランを検出し SK09とと

もに土壌墓であろうと判断された。緩傾斜面の調査がひととおり進んだ10月25日、精査作業を

斜面側に移行し斜面上部のMR68グリッドで炭焼成遺構を検出する(SK 15)。その後、精査は

斜面の下方、および北側に向かいMF76グリッドでも炭焼成遺構 1墓(SK 18)、MC67，...._，68 .. 

M I，..._，M J69グリッドでそれぞれTピット 1基づ、つ (SK32、SK34)、土坑 1基 (SK36) 

を検出、精査する。 10月28日には、調査区北西端の平坦面へ精査の作業を進め南西隅に遺物の

集中して出土する地点を確認している。 11月5日には調査区南東側緩額斜地の SN12の下に土

坑が存在することを確認し、半害Ijを行っている。 11月7日、調査区北西端の平坦面の精査は北

側に進み、 ML77グリッドで土坑 l基 (SK 19)を検出し半害IJする。 11月10日には謁査区北西

端平坦面の北側でTピット 2基を検出する (SK25、SK27)。さらにこのTピット検出地点

の南東側から炭焼成遺構 (SK21)も検出@精査しているo 11月14日、斜語下方のTピット S

K32の西側MD67，..._，68グリッドで土坑 2基 (SK29、SK28)を検出する。 11月18日には斜面

中央ML70グリッドで焼土遺構 l基を検出する (SN35) 0 11月22臼には調査区北西端SKl0 

の西側NB72グリッドでTピット 1墓 (SK37)を検出、さらに11月218~こは同じ調査区北西

端の南側NA71グリッドで土坑 2基 (SK38、SK39)、またその西側の調査区際で土坑 1基

(S K45)を検出する。 11月25日、調査区の全景写真を撮影するため、小坂川対岸の朝日が丘

団地上から写真撮影を行い、調査区北西端平坦面SK38、SK39については半割、 SK45につ
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第8章 B区の調査の記録

いては実測図作成を行う。 11月28日、調査区北西端平坦面MT72グリッドで土坑2基 (SK41、

S K42)を検出 e精査する。 11月訪日、 MJ79グリッドで土坑 1墓 (SK46)を検出する。 11

月初日までに、調査区北西端南東橋の遺構群についての精査を終え、この日悪天候の合践を見

て調査区北西端平坦面および斜面の写真撮影を行う。 12月2呂、 3日と SK46の実測@写真撮

影を行い、調査区北西端の北側の粘土採掘跡の土届断面図作成、写真撮影を行う。 12月5日、

S N35の写真撮影 e 平面図作成を行い、遺構精査は総て終了する。 12月6呂、 78、調査の資

材を調査区内から撤収し、プレハブーハウスの解体を行って調査を完了する。

第 2節縄文@弥生時代の遺構と遺物

1 縄文時代の検出遺構と遺物

(1 ) 土坑

S K09 (第233図、第235図 1.......， 3、図版107-1 • 2、図版111-1""""3)

斜面下の緩傾斜地LT62グリッドで検出した。検出地点の周辺は縄文時代晩期の遺物包含層

が堆積し、遺構はこの遺物包含層の精査中に検出した。遺構の規模は径160x 150cm、中央での

深さ68cmを担IJり、平面形は略円形、断面形は摺鉢形を呈する。覆土は黒色土が主体を占め、黄

楊色土がブロック状に混入する。このブロック状の黄褐色土の混入状態から遺構は土墳墓であ

ろうと判断された。

中央やや東寄りの覆土下部に径14X8 cmの楕円形の磯が認められ、南側壁から南東側壁にか

けて打ち割られた壷形土器(第235図 1)が重なって出土したほか、北壁坑外からも深鉢形土

器の破片(第235図 2)が出土し、LS60グリッ人LT63グリッド出土の他の破片と接合した。

また、南西側壁上端で有脚の石鉱 l紹を検出したが、これについては遺構精査中に紛失した。

第235図 1は籾部が全面縄文の施文された壷形土器である。粘土帯を貼り付けて作り出した

口縁部は外側に肥厚し内外面に l条づ、つの沈線が巡らされている。粘土需は部分的に剥落する

が外面の沈線の 1箇所せりあがった部分では突起が付けられていたものと思われる。外部の沈

線下には胴部に用いられたのと同じ RL原体による縄文が施文されている。内傾ぎみに立ち上

がる頭部は横位のナデ調整によって無文とされているが、胸部との境には 1条の沈線が巡って

いるG 間部はその肩の部位で大きく張り出し、以下緩い曲線、を描いて下りる。縄文は主として

横{立に回転施文されている。内面の調整は腕部下半では比較的丁寧なナヂが施されるが、肩の

部分から頚部にかけては組いケズりによって行われる。胎土には砂粒を多く含む。焼成は良い

方である。
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第235図 2は全面縄文の施文された深鉢形土器である。口縁部は内傾内湾して立ち上がり、

胴部上半は曲線的に下り胴部下半はごく僅かに膨らんで下りる。粘土帯を接合して作られた口

唇部はやや円みを帯びて調整される。縄文原体はRLが用いられるが、口縁部付近では横位に

回転施文して斜行縄文を、胸部では左上-右下の方向で回転施文して縦走縄文を表す。内面の

調整はナデによって横位ないしは斜位に行われている。また、ベンガラの塗布された痕跡が部

分的に残されている。胴部下半は二次火熱のため能くなっている。給土には細砂粒を含むが焼

成は良好である。

第235図 3は深鉢形土器の胴部破片である。外面にはRL縄文が横位に回転施文され、内面

は横位にナデ調整されている。日台士には砂粒を含むが焼成は良い。

c' ν1..1 (生おっつA防 1 生おっつつ回1A • に . C 1 回 l在石111-A .. 氏 問問1t111つc:.1 '¥ 
V r'¥.I'"t \クロ心U吐ピ~、 月コωu臼Idlτ υ U .L、 Idll見入.L.L.L τ u 、 μ.::>1川λ .L.Lω '-' .Lノ

SK09同様緩傾斜地LR59グリッド、 LR60グリッドで検出した。本土坑を取り込むような

形で南側に倒木痕があり、遺構はこれを切って作られている。しかし、遺構の掘り込みが倒木

痕の覆土中にあるため、東から南にかけての立ち上がりを確認することはできず、切り合い関

係は土坑内覆土に埋設されていた石万を通る東西方向の土層断面によってかろうじて確認する

ことができた。土層断面から推定するとその平面形は径150cm程の円あるいは楕円形になり、

断面形は中央部での深さ58cmを測る摺鉢形を呈するものと思われる。覆土は黒色ないし黒褐色

土を主体とし、覆土下部に掲色止を多く混じえた土が7-ロック状に混入している。このブ、ロッ

ク状の混入土は SK09の場合と同様、地山を掘り上げた際の排土がクロボク土と混じりあって

遺構内に再堆積したことを示しており、やはり土墳墓の埋め土として遺構を掘り上げた後さほ

どの時間を経過せずに人為的に埋め戻された土であると判断される。

土坑内からは、第235図S1の緑色凝灰岩製の石万が出土している。万身の半ばで折れてい

るが、先端は覆土 1層中にあり、柄の側は北東に傾いて 1層中に突き刺された状態で検出され

た。全長39.2cm、万身の|福54---59mm、万身の厚さ 12---30mm、万身の断由

の断面形は径3幻3m蹴mの円形を呈する O 万身と柄との長さの比はおよそ 2対 1である。刃の部分は

図左側の面右側縁に擬され両面からの研磨が丹念に施されている。左側縁は鋒に擬され、この

部分ではやや円みがつくよう研磨されている。刀身中央折損部の刃の側に段れが認められ、そ

の部分での信撃があったことがわかるO

第235図4・5は本土坑確認、面北西側で出土した l偲体分の土器片のうち一部である。深鉢

形土器の口縁部破片付)と胴部破片 (5)で、口縁部は内湾し以下緩い曲線を描きながら底

部にいたる器形に復元される。器面にはRL原{本が左上-右下の方向で回転施文され縦走縄文

が表される。内面は横位のナデ調整が施され、給土には砂粒が合まれるが焼成は良い。
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